
令和６年度第１回嘉麻市障がい者施策推進協議会会議録（要約筆記） 

 
１．審議会の名称    令和６年度第１回嘉麻市障がい者施策推進協議会 

２．開催日時      令和７年３月１９日（水）13 時 30 分～14 時 45 分 

３．開催場所      嘉麻市役所 本庁５階委員会室１ 

４．公開又は非公開の別 公開 

５．非公開の理由 

６．出席者 

 （１）委員 

   会長  大塚委員 

   副会長 藤嶋委員 

   委員  吉田委員、小林委員、古川委員、原委員、安陪委員、亀﨑委員、大滝委員、

池田委員 

 （２）執行機関 

   石坂所長、田中課長、末次課長補佐、奥 

７．傍聴人数      ０人 

８．議事及び審議の内容 

（１）開会あいさつ 

 （２）所長あいさつ 

（３）委嘱状交付 

 （４）自己紹介（委員、事務局職員） 

 （５）会長の選任について 

（６）会長あいさつ 

（７）議事 

１．第７期嘉麻市障がい福祉計画・第３期嘉麻市障がい児福祉計画について 

２．飯塚圏域障がい者自立支援ネットワークの活動状況について 

３．障がい者就労施設等からの優先調達に係る取り組みについて 

４．その他 

 （事務局） 

説明 

 （副会長） 

職安の方が来ておられるのでお伺いしたいと思いますが、障がい者の就職の半分が A

型事業所に就労しておりますが、他の圏域ではどのような状況になっているのでしょう

か。 

 （委員） 

詳細なパーセンテージまでは把握していませんが、筑豊地域では A 型事業所の割合が

多いのではないかと思います。福岡地区では民間の企業での障がい者の雇用の受け入れ

が進んでいる地域もあると思います。場所によってばらつきがあると思いますので、福



岡県全域でのパーセンテージでいうとあまり変わりはないかと思います。 

 （副会長） 

一般就職者の方が率が高いということですか。 

 （委員） 

筑豊ブロックの方が他ブロックよりも割合が多いと思います。３割～４割いくかいか

ないかのブロックももしかしたらあるのではないかと思います。 

 （副会長） 

A 型というサービスに就労している方が多いのですが、一般就労を目指してほしいと

思います。飯塚圏域は定員が多いからかと思いますが、支援者としてはもっと地域の方

に移行する事が必要ではないかと思います。 

 （委員） 

民間企業に就職を希望される方も沢山おられますが、受け入れ先の企業がなかったり

というミスマッチが生じ、就職率というところに繋がっておりません。とりあえず A 型

事業所の方で就職して、作業効率等色々な事を学びながら次に繋げてゆくということで、

A 型でも色々な作業をされてある事業所もありますので、本人の希望と擦り合わせなが

ら A 型事業所に繋げているというのが現状です。 

 （委員） 

色んな自治体が取り組んでいるサービスを含めて、先進的な自治体がこの近辺にある

んでしょうか。そのようなところに視察等行かれたりはされてないのでしょうか。 

（事務局） 

先進的な自治体というお尋ねだと思いますが、今現在、飯塚圏域の相談支援センター

において、サービスの質の向上であったり分析等を行ったりしております。なかなか１

つの自治体で動くことが難しく、地域や保健所、医療機関など、様々なところが関わっ

ておりますので、そういうところも含めまして、今のところ地域で連携してで協力して

取り組んでいるというのが現状です。ですので、突出してここの自治体が進んでいると

いうのはなかなかないのではないかと思います。 

（委員） 

ネットワークが上手くいっているところや２～３年以上取り組んで定着している先進

的なところがあったら個人でも見学に行ってみたいと思うのですが。 

（事務局） 

基幹センターで先進地を調べたりして、県の中でも基幹センターがいくつかあります

ので、そういったところにネットワーク同士で視察を行ったりということはあろうかと

思います。 

（委員） 

痒い所に手が届くような取り組みなどがあったら見てみたいなと思います。 

（副会長） 

補足させていただくと、障がい者の支援の中で、突発的に飛び出したりされるとどこ

の事業所や親御さんも大変苦慮されるし、危険を伴います。今のところ先進的に取り組



まれているところがいくつかあって、そういう分野では基幹センターでそういった方を

預かっている事業所へ見学に行ったりという事をやっています。数は少ないですが。就

労でいくと、嘉麻市の A 型事業所なのですが、バリバリ仕事をされてあって、ボーナス

も支給されるような A 型事業所もあります。私見ですが、農福連携とかで、農業と障が

い者支援が全国的にコレボレーションのようにされてあって、ゴボウを育ててカレーや

ゴボウ茶を作ったりということを最近はやられてあったり、商業施設のセレクトショッ

プに牛筋煮込みだとかを納品されています。さらには、胡蝶蘭を栽培してあるところも

あり、全国的に広がっております。嘉麻市は農業林業とかアイデアのある人と繋がって

障がい者に働いてもらうのがいいかなと思っていますので、そういった情報があったら

参考にさせていただきたいと思います。 

（委員） 

筑豊全般田舎なのに農産物の価格が高く、自給自足が無理なような気がしますので、

農業などでそういう風に取り組んでいただけると助かります。 

 （副会長） 

   議事の１については承認ということでよろしいですか。では議事の２について事務局

説明をお願いします。 

 （事務局） 

   説明 

 （副会長） 

それではご意見を伺いたいのですが少しよろしいでしょうか。今の最後のご意見のと

ころで、３団体から当事者の委員にご出席いただいておりますけれども、家族会や当事

者団体として困っている事だとか、どういう事を伝えたいだとか、改善してもらいたい

事のための当事者部会に関して何かご意見等がありますでしょうか。 

 （委員） 

身体障害者福祉協会は精神障がい者や知的障がい者団体の活動についての事が全く分

からないです。情報がほとんどありません。 

 （委員） 

そうですね、うちは知的障がい者の方がほとんどで、古川委員がおっしゃるとおり、

他の団体の要望や不満は全く分からない状態です。交流があったら色んな方面からやり

様など話し合えるかなと思いました。 

 （副会長） 

   議事の２については承認ということでよろしいですか。では議事の３について事務局

説明をお願いします。 

 （事務局） 

   説明 

 （会長） 

   議事の３については承認ということでよろしいですか。では議事の４について事務局

説明をお願いします。 



 （事務局） 

   説明 

 （副会長） 

（発達障がい及び自閉症のある障がい者が小学生とトラブルになった事例について発

言。）学校でも障がいだとかＡＤＨＤだとかに対する理解が進んでいません。そのからか

った子どももそういう事が理解できていないのだろうし、やっぱり小学校低学年中学年

くらいから障がい者の事についての学習や交流を継続していかないといけないと思いま

す。以前は小学校４年生５年生あたりで施設に訪問したりして交流をやってたらしいん

ですが、ここのところ途切れていたようです。その後交流を再開して少しづつ理解を深

めているようです。そういった機会を子供の頃から持つことが大切だと思います。 

（委員） 

差別事案について発言。 

（副会長） 

バスの乗り方などでも障がい者に「１人で乗せるな」など言ってくる人がいます。ただ、

そういった人達は障がいのある方と接する機会がないせいで「自分達とは違うと異質なも

のとして見てしまっているのだと思います。センターの仕事をやっていて、街中で１人で

障がい者が買い物しているのところに出くわす可能性が、非常に飯塚・嘉麻・桂川は少な

い感じがします。出くわしても「あ、○○くん」「〇〇さんや」とすぐ分かってしまう知り

合いばかりなのが残念です。知らない障がい者の方が増えていくように支援することが自

分達の仕事だと思っています。ＧＨに入所するとなると、ほとんど集団での生活となって

しまうので、１人で買い物したり遊びにいったりということがなく、本人達が気に入る活

動が１人でやれる地域にならないと、皆施設に入らざるをえない地域になってしまいます

し、そういう事案を解決していきたいと思っています。 

（委員） 

施設に入所すると自由時間はあるのですか。 

（副会長） 

一切自由時間が無いということはないですが、自分が出たい時に出かけることは難しい

かと思います。集団のレクリエーションが多いですね。街中で単独で出来る人達までがＧ

Ｈに入所しています。親御さんとしては安心するので選択される方も多いですが、タイム

スケジュールが決められているので、それが合う人は良いと思いますが、精神障がい、知

的障がいの方は大体が妥協して仕方なく入所している状況です。 

（委員） 

なるべく一般生活に近い形で移行していくのが良いのでしょうか。 

（副会長） 

今、国は地域で暮らすようにしなさいという政策をやっておりますので、それが増えて

いけばいいと思っております。 

（委員） 

学校に、道徳観についての提言を行った事があります。子供の頃から教育する事が大切



ではないかと思います。 

（委員） 

学校内における学生同士の共助事例についての難しさについて、支援者側のかかわり方

が重要であるという風に思います。 

（副会長） 

インクルーシブ教育について。中学卒業まで特別支援学級を作らずにいる市がありまし

た。セパレートしてしまうと接する機会を失い、差別をしてしまうことに繋がります。ち

ゃんとした知識を持たないと、不具合が起きてしまうと思います。 

（会長） 

議事の４については承認ということでよろしいでしょうか。それでは、これで本日の協

議会を終了いたします。お疲れ様でした。 

９．配布資料 

 ・令和６年度第１回嘉麻市障がい者施策推進協議会次第 

・第１回嘉麻市障がい者施策推進協議会議事資料 

・嘉麻市障がい者施策推進協議会条例 

・嘉麻市障がい者施策推進協議会条例施行規則 

・委員名簿 

・第７期嘉麻市障がい福祉計画・第 2期嘉麻市障がい児福祉計画 

・第４期嘉麻市障がい者計画 


